
第５７９回  放送番組審議会  

 

１．日 時  2021年 11月 16日（火）  午後 1 時 30 分～  

 

２．開 催 場 所  テレビ岩手 6 階大会議室  

 

３．委 員 総 数   9名 

出 席 委 員    7名 

 委 員 長  佐藤 健志 

 委 員 

 委 員 

 前田 千香子 

緑川 智恵子 

 委 員  林  英彰 

 委 員  蛎﨑 奈津子 

 委 員  岩山 徹 

 委 員  久保 公人 

 

欠 席 委 員   2名    

副 委 員 長 

委 員 

 加藤 千晶 

越沼 洋一 

 

社側出席者       

榧野 信治 （代表取締役社長） 

畑山 篤 （常務取締役 報道制作・編成担当） 

池田 学 （常務取締役 経営企画局長 兼 技術局長） 

石川 亮 （取締役 営業・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業担当）※リモート出席 

桑島 広実 

高橋 芳 

（報道制作局次長 兼 制作部部長） 

（報道制作局 制作部） 

 

事 務 局  

       藤村 惠一 （編成局長兼編成部長） 



４．議 題 

１. 10 月 24 日(日)午後 3 時 30 分～午後 4時 25 分 
「ダイドーグループ日本の祭り  震災 10 年、それぞれの祭り  

～大槌稲荷神社例大祭、小鎚神社例大祭～」  
 

2. その他 

 

５．資 料  (資料として以下のものを配布) 

・視聴者からのご意見 

 

６．意    見 

 

【委 員 側 意 見】 

○東北の人や日本人にとって祭りは単なるイベントではなく、その土地その土地の歴史や文化であり、
生活の一部であるというメッセージがしっかりと伝わる番組であった。 
 
○東日本大震災という大きな困難を乗り越えてきた大槌の祭りも新型コロナウイルスの感染拡大という
ような新たな試練に直面しまして、大槌まつりは規模を大幅に縮小して開催されたが、見えないウイル
スの恐ろしさは十分理解しつつもそれでも対策を打つ中で何とかお祭りを継続していくために努力した
祭り人の姿に非常に胸を打たれた。 
 
○やはり当たり前の生活の尊さというところを今回の番組でも感じた。 
番組にあまり女性が登場しなった。女性の方は大槌のお祭りには携わらないのか。祭りの前の会議にも
お一人二人ぐらいの女性の姿しか見られなかった。 
 
○大槌稲荷神社と小鎚神社の 2 つの神社が出てきたが、ある種平等に場面を変えて見せようとしたため
に、もどっちがどっちの神社だろうというようにちょっと混乱した。 
 
○震災後１０年でのお祭りをテーマにした番組ということで制作の時期がコロナ禍だったことで、ある
程度は想像して拝見しましたが、震災の被災被害写真は全部で３・４回出たと思うのですが、私はちょ
っと多いなっていう風に感じた。 
 
○祭りをテーマとするときは通常ならば準備の段階があって祭りの本番があってっていう様な流れだと
思うが、コロナで祭り自体が中止になって、また二つの神社の内の両方が同じじゃなくて、一つは神輿
渡御中止して、一つはやるって言うことで取り扱いすごく難しいことだったのではないかなという風に
想像します 
 
○「曳船」とか「水垢離」 ナレーションで簡単に説明はあったが、字幕でも何でもいいのでもう少し
詳しく解説が入っていると良かったかなという風に感じた。大槌町の地図の中に大槌稲荷神社と小鎚神



社を表示するともう少し理解が深まるのかなと感じました 
 
 
【局 側 意 見】 

○刷り物など広報活動がある関係で早めにお祭りを選定して、なお且つその祭りの地元の方に色々挨拶
をして丁寧に段取りをしながら取材を進めようと、たっぷり時間をかけたため、この祭りを対象とする
ことがだいぶ早く決まっていた。 
 
○今回の番組はこの祭りの意味や人々の思いをより深く描くことで岩手の皆さんにこの番組を見てもら
い大槌の皆さんを共に応援する気持ちになってもらおうと番組作りをした。 
 
○女性の方という目線も考えたりしたが、今年中止というところでいわゆる今まで参加していた方が今
年中止だからやらないという方もかなりいた。正直言うと色んな方々に取材を断られたっていうのも事
実としてはあった また、参加された女性は少なかったというのが実情だった。 
 
○コロナでしっかりとした祭りができないからこそ、なぜ祭りが好きなのかというところがもっと解明
できたのか、例えば日常の祭りに関われる方々の日常風景というところをもっと撮影することでもしか
したらそういった部分が垣間見えたのかなと思う。 
 
 
7．審議機関の答申または意見の概要公表の方法及び年月日  
 ①自社放送  11 月 23 日（火） 11： 45-11： 52「あなたと歩むテレビ岩手」  
 ②テレビ岩手本社での据え置き  
 ③読売新聞への掲載（別掲）  
 ④自社 HP での掲載  https://www.tvi.jp/tviweb/deliberation 

https://www.tvi.jp/tviweb/deliberation

